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 業務内容 京都競馬場諸施設整備に係る基
本構想策定業務、基本設計業務、実施設計業
務、監理業務等
 履行期限 契約締結日から平成35年度
２ 参加資格 技術提案書の提出者は、から
に掲げる資格を満たしている単体企業であるこ
と。
 予算決算及び会計令第70条及び第71条の規
定に該当しない者であること。
 会社更生法に基づき、更生手続開始の申立
てがなされている者及び民事再生法に基づ
き、再生手続開始の申立てがなされている者
でないこと。
 参加表明書提出期限の日から契約の時まで
の期間に、本会の設計業務等委託契約に係る
指名停止措置を受けていないこと。
 暴力団等の反社会的勢力（「企業が反社会的
勢力による被害を防止するための指針（平成
19年６月19日犯罪対策閣僚会議幹事会申合
せ）」において、暴力、威力又は詐欺的手法を
駆使して経済的利益を追求する集団又は個人
をいう。）と関与する者でないこと。
 本会における平成29・30年度の測量・建設
コンサルタント等のうち建築関係コンサルタ
ント及び設備コンサルタントに係る競争参加
資格の確認を参加表明書提出期限の日におい
て受けている者であって、建設コンサルタン
トの総合数値が80点以上かつ設備コンサルタ
ントの総合数値が60点以上の者であること。

３ 技術提案書の提出者を選定するための基準
 専門分野別の技術職員の状況
 同種又は類似の業務の実績
 配置予定の技術者の資格、経歴、手持ち業
務の状況
 当該業務の実施体制（再委託又は技術協力
の予定を含む。）
 基本構想に係る提案
４ 技術提案書を特定するための評価基準
 技術職員の経験及び能力 配置予定の技術
者の資格、同種又は類似業務の実績の内容、
手持ち業務の状況、担当した業務の業務成績
 業務実施方針及び手法 説明書の理解度、
実施方針及び実施手法の妥当性・具体性・優
位性
 基本構想に係る提案力 提案の妥当性、具
体性、優位性、実現性

５ 手続等
 担当部署 〒1068401 東京都港区六本木
６11１ 日本中央競馬会本部４階 施設
部 施設総務課 電話0335915251 内線
7786
 説明書の交付期間、場所等
・平成29年６月21日（水）から平成29年６月
30日（金）までの土日祝を除く毎日午前10
時から午後３時まで。（正午から午後１時を
除く） ※ただし最終日は正午まで。
・上記５に同じ。
・説明書交付と引き換えに「秘密保持に関す
る誓約書（http://company.jra.jp/etc/
etc01/04/02/etc01_announcement2.html）」
に会社名及び代用者名を記名押印のうえ提
出のこと。

 参加表明書の提出方法、提出先及び提出期
限
・平成29年６月21日（水）から平成29年６月
30日（金）までの土日祝を除く毎日午前10
時から午後３時まで。（正午から午後１時を
除く） ※ただし最終日は正午まで。
・上記５に同じ。
・持参すること。
 技術提案書の提出方法、提出先及び提出期
限
・平成29年７月14日（金）から平成29年９月
８日（金）までの月・火曜日を除く平日の
午前10時から午後３時まで（正午から午後
１時を除く） ※ただし最終日は正午まで。
・上記５に同じ。
・持参すること。

６ その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 契約保証金 免除。但し、履行ボンドの加
入を要する。
 提案の無効 本公告に示した参加資格のな
い者のした提案、申請書等の提出書類に虚偽
の記載をした者のした提案は無効とする。
 契約書作成の要否 要
 関連情報を入手するための照会窓口 ５
に同じ
 その他詳細は応募説明書による。

７ Summary

 Official in charge of this work : Kanako

Ueda, Manager of Facilities Contract Sec‑

tion, Facilities Dept., Japan Racing Asso‑

ciation

 Classification of services to be Procured :

42

 Subject matter of the contract : Planning

of Kyoto Racecourse

 Time‑limit to express interests : By

12 : 00 p.m. 30th June 2017

 Timelimit for the submission of propos‑

als : By 12 : 00 p.m. 8th September 2017

 Contact details for tender documents :

Facilities Contract Section, Facilities Dept.,

JRA Headquarters ; 6111 Roppongi
Minato‑ku, Tokyo JAPAN TEL 03
35915251

４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成29年６月30日10時00分
 開催場所 東京医科歯科大学医学部附属病
院管理課打合せ室（Ｍ＆Ｄタワー１階）

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Flat panel detector Digital Ra‑

diography System 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ The system must be highly sensitive

because of reducing X‑ray exposure.

Ｂ The system must be capable of whole

body imaging.

Ｃ The system must be a fast workflow.

Ｄ The system must be highly robust st‑

ructure.

Ｅ The system should work in cooperation

with radiation information system and a

filmless environment including picture

archiving and communication system.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 7 August, 2017

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 29 年６月 21 日

国立大学法人東京医科歯科大学
学長 吉澤 靖之

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 13
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 フラットパネル
ディテクターＸ線画像診断システム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成29年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 被曝低減のため、高感度なシステムであ
ること。
Ｂ 全身の撮影が可能であること。
Ｃ 高速な撮影ワークフローシステムである
こと。
Ｄ 堅牢性の高い構造であること。
Ｅ 放射線情報システム及び放射線画像シス
テムとの接続が可能であること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成29年８月７日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒1138519 東京都文京区湯島
１５45 東京医科歯科大学医学部附属病
院管理課用度係 高橋 瑞穂 電話03
58035110

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成29年６月21日から平成29年
８月７日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
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